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（c) The Toyota Foundation

時代に呼応したテーマ設定

学際的/分野横断的な研究活動の支援

次世代を担う若手研究者の支援

研究成果発信の支援 、社会提言の強化
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（c) The Toyota Foundation

新型コロナウイルス感染症 (COVID-19)の世界的蔓延という未曾有の事態が発生した
２０２０年に構想。「つながり」をキーワードとしたのは、COVID-19を既存の社会シ
ステムや人間と自然環境とのかかわりを根本から問い直す一つの契機として捉えたか
らです。人と人、人と自然、人とモノや技術との関係性（つながり）に着目し、新
たな未来をデザインする挑戦を支援したいと考えました。

つながりがデザインする未来の社会システム
Interlinkages and Innovation for Future Societies
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研究

• 実践的活動に向けた事前調査（フィージビリティ・スタディ）のみのプ
ロジェクトは対象外。

• 実践を取り入れた研究活動を推奨。しかし、実践そのものを目的とする
のではなく、その先を見据えた問題の提起や解決策の提案、現象の理論
化を求めます。

研究者
• 大学・研究機関に所属する研究者に限らず、研究活動に取り組むさまざ

まな個人を、本助成プログラムでは、「研究者」と定義します。
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趣旨と
合致

課題の
重要性

独創性

チーム
構成

成果の
発信



（c) The Toyota Foundation

2023/2/22 みんなと考えるメンタルヘルス～アスリートという生き方を事例に～

2024/11/６ みんなと考えるメンタルヘルス～こころとことば展～

助成事業に関わる調査研究、シンポジウムやワークショップの
企画・運営、成果発信、助成プログラムの評価業務等

2024/6/13－14 合同合宿＠鳴子温泉
（「つながり」から考える未来社会）

2025/10/18
中間報告会・ワークショップ
（社会にはたらきかける研究とは）
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国際助成プログラム
International Grant Program

アジアの共通課題と相互交流 －学び合いから共感へー
Cultivating Empathy Through Learning from Our Neighbors:
Practitioners' Exchange on Common Issues in Asia
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（トヨタ財団全助成プログラムに共通）

トヨタ財団の助成の基本的な考え方

1. 社会的な意義が大きいこと
2. 内外の課題を先取りするものであること
3. 未来志向であること
4. 持続可能性、発展可能性があること
5. 波及効果が期待されること

25
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（国際助成プログラムが目指すもの）

アジアの共通課題と相互交流
－学びあいから共感へ－
アジアの共通課題の解決に取り組む人々同士が
互いに交流し学びあうことを通じて
新たな視点を獲得し、
次世代が担う未来の可能性を広げる

26



Copyright © The Toyota Foundation All Rights Reserved.

4つのキーワード

国 際 性 アジア25の国/地域 2か国以上で実施

越 境 性 セクター・専門性・立場等を超えたメンバーが
多様な視点や経験を持ち寄って交流し、課題解決に
向けて学び合う

双方向性 相互の対等な学びあい（相互の現場訪問必須）

先 見 性 従来の枠組みを超えた多様な関係者との積極的な学
びあいを通じ、将来に向けた新しい視座の獲得を
目指す
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対象となる国・地域（25）

二つ以上の国を対象とする 一か国でのプロジェクトは対象外

日本を含むことは必須ではない （例:タイ－カンボジア－ベトナム）

二つ以上の対象国に加えて非対象国を含めることは可
（例:日本－台湾－ネパール－オーストラリア）

28

日本、中国、香港、マカオ、モンゴル、韓国、台湾東アジア

ブルネイ、カンボジア、インドネシア、ラオス、マレーシア、
ミャンマー、フィリピン、シンガポール、タイ、東ティモール、
ベトナム

東南アジア

バングラデシュ、ブータン、インド、モルディブ、ネパール、
パキスタン、スリランカ

南アジア
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応募要件

• 主たる居住地が日本にある方を代表とすること

• 各プロジェクト実施国において課題に取り組むための経験
やネットワークをもつチームを構成すること

• 各プロジェクト実施国を相互に訪問し、互いの取り組みの
現場から同等に学びあうこと

• 学びあいの成果を発信し、社会に還元すること

29



30

よくある応募だが、助成の趣旨に合いづらいもの
「A国がB国に教える、支援する」 「A国とB国がC国に学びに行く」
→2つ以上のプロジェクト実施国が相互の現場から対等に学びあう取り組

みが対象。援助、指導するといったものは対象外

主な活動や成果が調査研究やその発表/ 定例の国際会議の開催
→課題解決に向けて取り組む人々同士の相互の現場訪問による学び合い

が対象。調査や会議のみを行うものは対象外

研究者や専門家同士の交流
→専門家同士、研究者同士の交流のみは対象外。

多様なセクター、専門性、立場の人々の取り組みの学びあいを通じて
多角的な洞察や学びを得たり、課題解決に向けた関係性構築を目指す

ウェブ掲載のFAQと過年度の質疑の内容もご確認ください!
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■移住帰国者の交流:東南アジアの送出国における日本移住経験の
共有フォーラムの構築 （2024）

実施国:カンボジア、ベトナム、日本、インドネシア、ミャンマー、タイ
参加者:送出国・受入国の移住労働者支援団体、企業、研究者、

メディア関係者 など

31

助成プロジェクト例

• 国際移住労働の急増に伴う国際的な共通課題
• 送り出し国、受入国 双方の様々な関係者
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■日韓におけるケアラー支援:ダブルケアラー・ヤングケアラー支援と
ケアが豊かな地域社会―ケアリングデモクラシー―への学び合い
（2023）
実施国:日本、韓国
参加者:行政・団体職員、支援団体（NPOなど）、研究者、

ソーシャルワーカーや相談員などの実践者 ほか
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助成プロジェクト例

韓国と日本:社会的に女性に期待される役割が類似する社会のケアラー事情
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■災害多発国における多国籍合同訓練を通じた緊急医療支援の
相互学び合いプロジェクト（2023）

実施国:日本、台湾、フィリピン
関係者:緊急救援活動団体、医療関係者（医師、看護師等）実践者ほか
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助成プロジェクト例

災害時に備えた協力体制の構築へ向けて
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■健康で生物多様性に富んだアジアのフードシステム構築に向けた
「ワイルド・ガーデン（自然植生の農園）」の活用―

科学と少数民族をつなぐ越境的・学際的プラットフォーム （2022）

実施国:マレーシア、台湾、カンボジア、フィリピン、ベトナム
関係者:研究者（農業、少数民族研究など）、保健局、

観光サービス業（レストラン等）、少数民族の地域リーダーほか
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助成プロジェクト例

日本在住の外国人研究者が代表を務めるプロジェクト
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心豊かな「死」をむかえる看取りの「場」づくり―
日本国西宮市・尼崎市とタイ国コンケン県ウボンラット郡の介護実践の学び合い
（2015）

関係者:医師、看護師、介護士、宗教者、ソーシャルワーカー等

助成プロジェクト例

多様な価値観や経験を
学びあい

洞察を深める
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応募期限:5月30日（土）日本時間23時59分

事前相談:5月15日（金）までに申し込み

36

ご相談、ご応募お待ちしております!





Copyright © The Toyota Foundation All Rights Reserved.

春
募
集

秋
募
集



Copyright © The Toyota Foundation All Rights Reserved.

•

•



Copyright © The Toyota Foundation All Rights Reserved.





Copyright © The Toyota Foundation All Rights Reserved.



Copyright © The Toyota Foundation All Rights Reserved.





Copyright © The Toyota Foundation All Rights Reserved.




